








































































































田村耕地構成表」（1822 年・文政 5 年）によると、
上半田村が 1035 石 8 斗 1 分、下半田村（本高・
新田共）の北組が 225 石 9 斗 6 合、南組が 228





一                              　　　　庄屋　源左衛門
一　　　　　　　　　　　　　　庄屋　兵左衛門
　右者申伝ニ而承申候百ヶ年已後之庄屋ニ御座候
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弘化三午
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  1835 年（天保 6 年）からの２年間は、小栗三
郎兵衛が庄屋をつとめた。小栗三郎兵衛は、寛政
期に酒造業を経営しており、文政頃より肥料商を
営んだ（13）。1837 年（天保８年）からの 2 年間
庄屋をつとめた又左衛門とは、中野半左衛門の分
家の中野又左衛門であり、酒造り・酢造りを行っ
ていた。1839 年（天保 10 年）からの 3 年間は
酒造家の小栗太郎兵衛が庄屋をつとめた。
  『半田市誌』（14）によると、慶長期以来、年貢率
が 56％と高かったため、1840 年（天保 11 年）、
小栗太郎兵衛が、まず定免から検見への切り替え
に成功し、それに基づき、3 ヶ年ごとの申請をし
直し、認められた。免は平均で 36 ～ 37％となっ
た。1840 年（天保 11 年）以前に比べ、20％ほ
ど年貢率が下がったことになる。【史料２】中に







722 両 1 分、乙川村が 1130 両、成岩村が 1223
両と記されており（15）、各村に相当な負担がのし
表１　下半田村頭百姓と庄屋との関係一覧
名前 苗字 屋号 地域 庄屋期間 天明８年 文久２年
半太郎 小栗 北 酒造 1100 石
平蔵 小栗 藤倉屋 北 酒造 1084.3 石
庄蔵 榊原 坂登屋 北 酒造 580 石
冨次郎 小栗 北 元治元（1864）年～慶応３（1867）年 酒造 1360 石
六右衛門 三浦 木屋 北 酒造 884.5 石






又左衛門 中埜 増倉屋 北 天保8（1837）年～天保9（1838）年／嘉永７（1854）年～安政３（1856）年 酒造 1514.2 石
三郎兵衛 小栗 万屋 南 酒造（寛政期）
七左衛門 小栗 南 酒造 1221 石
三郎左衛門 小栗 南 天保６（1835）年～天保9（1838）／嘉永５（1852）年～嘉永７（1854）年
半右衛門 小栗 中村屋 （南） 酒造 1267 石
久三郎 竹本 南 酒造（幕末）
久八郎 小栗 南 嘉永３（1850）年～嘉永５（1852）年
銀作 榊原 南 酒造 1132 石
太郎兵衛 小栗 南 安政３（1856）年～安政５（1858）年 酒造 650 石


























人名 土地持高 郷高 家並米 頭百姓
中野又左衛門 44 石 5 斗 6 升 1 合 ( 中野三家で 150 石） 1 石 1 斗 4 升 ○
小栗太郎兵衛 15 石 3 斗 8 合 5 勺 30 石 3 斗 ○
( 小栗 ) 七左衛門 13 石 4 斗 3 升 4 合 25 石 5 斗 ○
小栗三郎兵衛 12 石 2 斗 3 升 5 合 22 石 5 斗 ○
( 小栗 ･ 中村屋 ) 半右衛門 8 石 8 斗 5 升 4 合 20 石 4 斗 ○
七之丞 6 石 9 斗 2 合 12 石
中野半左衛門 4 石 7 斗 6 升 5 合 5 勺 ( 中野三家で 150 石） 7 斗 2 升 ○
( 小栗 ) 久八郎 3 石 1 斗 7 升 6 合 20 石 3 斗 6 升 ○
小栗三郎左衛門 3 石 1 斗 2 升 9 合 30 石 2 斗 ○
兵右衛門 3 石 1 斗 1 升 3 合 5 勺 7 石 1 斗 4 升
( 三升屋 ) 庄七 2 石 9 斗 5 升 2 合 10 石 1 斗 3 升
久左衛門 1 石 5 斗 2 升 1 合 13 石 1 斗 5 升
金蔵 1 石 4 斗 6 升 2 合 5 石 3 升 2 合
( 竹本 ) 久三郎 1 石 2 斗 3 升 17 石 4 斗 ○
次右衛門 1 石 9 升 9 合 15 石 1 斗
友吉 7 斗 3 升 5 合 4 石 6 升
( 大和屋 ) 伊左衛門 7 斗 1 升 9 合 5 勺 9 石 1 斗 2 升
長左衛門 4 斗 1 升 7 合 9 石 2 斗 6 升
兵吉 3 斗 7 升 2 合 9 石 1 斗 8 升
彦蔵 3 斗 6 升 10 石 1 斗 2 升
甚左衛門 2 斗 7 升 6 合 9 石 1 斗 8 升
八十八 2 斗 7 升 2 合 5 石 1 斗
与四郎 2 斗 2 升 4 合 10 石 4 升
長右衛門 5 升 6 合 7 石 6 升
( 榊原 ) 銀作 4 升 5 合 17 石 4 斗 ○
亀洲新田 0 21 石 2 斗
前新田 0 100 石 2 石
藤吉 0 15 石 2 斗 6 升
茂吉 0 2 石 5 升 6 合
権吉 0 7 石 4 升










ると、郷役は約 18 石である（中野三家で 150 石
納めており、そのうち半左衛門と又左衛門が北組
に属しており、2 人で 100 石という計算を行っ
















しまったことは明らかである。      
【史料３】（19）元治元年















    米三拾五石五斗九升五合五勺
引残



























    米三拾弐石四斗七升弐合
引残



























あり、米 27 石 8 斗 1 升 6 合が経常されている。
しかし、支出は米 35 石 5 斗 9 升 5 合 5 勺であり、
米 13 石 7 斗 2 升 4 合が不足している。そこで、
下半田村の惣高 457 石４斗６升１合に、下線部
の 4.5％を割り掛け、20 石 5 斗 8 升 6 合を得て、
差し引いて、米 6 石 9 斗 5 升 9 合 5 勺の過上金
を生みだし、次年度の繰越金とした。
  【史料４】も【史料３】同様に計算すると、収
入は米 28 石 1 斗 4 升 4 合であり、支出が米 32





  郷役が見られなくなったあとの 1865 年（元治
元年）の北組１件当たりの家並米の平均約 9 升 3




















































寛政 10 年 1798 28
寛政 11 年 1799 15.4













文化 10 年 1813 24.7
文化 11 年 1814 22.8
文化 12 年 1815 27
文化 13 年 1816 19










文政 10 年 1827 9
文政 11 年 1828 7.7












天保 10 年 1839 14
天保 11 年 1840 14
天保 12 年 1841 12.5
天保 13 年 1842 10






















































には郷役 15 石、1864 年（元治元年）に家並役は
２斗６升と頭百姓並に納めているが無高である。






















  1865 年（慶応元年）の「村方差引帳」（21）の「川
役差引」のなかに、「去安政三辰年 酒栄講江拾











































































した。金 500 両のうち、金 300 両は前野御両家、
金 57 両は中村与三治、金 50 両は内田佐七、金
40 両は内田七郎兵衛、金 22 両は長八、金 16 両
は治兵衛、金 15 両は源二郎が支払った。また、



















































































































1788 年（天明 8 年）には、1500 石の酒造石高
を持つ酒造家であったが、その後酒造株を手放し


















人　名 持高（石） 家並米（石） 郷高（石）
中野又左衛門 44.561 1.14
小栗太郎兵衛 15.3085 0.3 30
（小栗）七左衛門 13.434 0.5 25
小栗三郎兵衛 12.2035 0.5 22






（小栗）久八郎 3.176 0.36 20
小栗三郎左衛門 3.129 0.2 30
兵右衛門 3.1135 0.14 7
徳右衛門 3.1055 0.04
（三升屋）庄七 2.952 0.13 10
（松坂屋）幸助 1.987 0.2
（田中）清八 1.84 0.36
久左衛門 1.521 0.15 13
金蔵 1.462 0.032 5





友吉 0.735 0.06 4






（榊原）銀作 0.45 0.4 17
長左衛門 0.417 0.26 9
兵吉 0.372 0.18 9
彦蔵 0.36 0.12 10







甚左衛門 0.276 0.18 9










桂蔵 0.149 0.05 5



































































































































第 31 号　1998 年）。
（４）　篠田壽夫「近世後期の新興商人層による村
政改革－知多郡半田村の例－」（『豊田工業高

















































































大学紀要　社会科学』（第 33 巻第 2 号～第 34
巻第 1 号　2002 年 ･2003 年）。村山郡高抜地
の特質を総合的に捉えた研究として森谷圓人
「近世後期、高抜地負高請をめぐる幕府代官所、
村と地主集団」『東北文化研究室紀要』52　東
北大学東北文化研究室　2010 年、同「天保期、
高抜地をめぐる地域社会と権力」（『歴史』第
114 号、2010 年）がある。
